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翻刻」とみえ、嘉靖 15 年 (1536) に江西省金




















































　本書は全 9 巻 10 冊からなり、画家のため
に絵を種類別に分け、画法を論じるものとし
て作成された。享保 5 年 (1720) に初版の刊





　本品は巻 9 上の 1 冊。刊記を欠いており版


























る。そろばんでの割算九九 ( 割声 ) について
2 から 9 の段を解説したもの。



















































(1629 ～ 1702) が絵入り百科事
典として『訓蒙図彙』(20 巻目録 2 巻 ) を寛
文 6 年 (1666) に刊行し人気を博した。元禄 8
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浮世絵にも影響をあたえたことで知られる。
年 (1695) には大幅に増補改訂された『頭書
増補訓蒙図彙』(21 巻 ) が刊行され、そのお
よそ 100 年後の寛政元年 (1789) に刊行され
たのが『頭書増補訓蒙図彙大成』(21 巻目録
1 巻 ) である。
　本品は巻 14 ～ 19 と巻 20･21 の 2 冊にあた
る。本書は上部に注釈 ( 頭書 ) を配し、下部
に複数の絵図を一面に載せる点に最大の特徴
がある。絵は下











































ル ヌ (1828-1905) の「Les Cinq Cents Millions 
de la Bégum」で、本作はアメリカのキング
ストンの英訳から翻訳したもの。明治 20 年
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